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２０１０年（平成）２２年８月４日　№６発行元：日豊海岸シーニック・バイウェイ研究会

日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海道）

東九州自動車道「佐伯ＩＣ」
　６月２８日から行われている高速道路無料化社会実験も１ヶ月が経過しまし
た。高速道路（佐伯～津久見間）の交通量は、実験前に比べ約２倍に増えてお
り、曜日にもよりますが約１万２千台～１万５千台程度となっています。
～無料化社会実験中も、従来どおりの方法（有料時と同じ方法）で料金所を通行
してください。～

　みなさん、シーニック・バイウェイという言葉を聞いたことがありますでしょうか？　シー
ニック・バイウェイとは、アメリカが発祥で景観のよい（シーニック）、寄り道（バイウェイ）
と言う意味です。日本では、風景街道と訳され、道を通して地域活性化や観光振興に取
り組んでいる約１２０のルートがあります。
　本誌では、九州風景街道の一つ「日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海
道）」の活動や旬の地域資源等について、地域の皆さんや道路利用者の方々にご紹介
するものです。

今月のシーニック・バイウェイ

URL：http://www.nippo-lias.com/nippou-kaigan/nippoukaigan.html



地域資源（宝）の紹介コーナー

　　　　自然・景観資源

このコーナーでは、日豊海岸シーニック・バイウェイエリアの
旬の地域資源(宝)等を紹介します

自然や歴史、食、人など旬な地域資源がありましたら、情報の提供をお願いします。
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自然を満喫！エリア内のキャンプ場を紹介します。

川で川遊びや釣りを楽しめ
ます。
バンガロー：３棟
オートキャンプ

下阿蘇浜木綿村のハマユウ

下阿蘇ビーチが目の前に
広がるキャンプ場です。
ケビン：15棟
常設テント：11張
オートキャンプ：12区画

須美江海岸で海水浴が楽
しめます。
ケビン：12棟
常設テント：14張
オートキャンプ：15区画

須美江家族旅行村のケビン

北浦町下阿蘇
延岡市須美江町

北浦町三川内

佐伯市蒲江

標高２８０ｍの眼下に
太平洋が一望できま
す。
ケビン：３棟
常設テント：５張

お問い合わせ先
　佐伯市：佐伯観光案内所
　　　　（0972-23-2513）
　延岡市：延岡観光案内所
　　　　（0982-32-3706）

日本の白砂青松百選に
選ばれた波当津海岸で
海水浴が楽しめます。
オートフリーキャンプ
サイト：台数制限無し

佐伯市蒲江
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案　内　図宮崎県延岡市 大分県佐伯市

道の駅「かまえ」

高平キャンプ場

北浦町古江浜緑地公園

須美江家族旅行村

北浦総合支所

下阿蘇浜木綿村
下阿蘇ビーチ

自然休養村キャンプ場
北浦町三川内

活動報告

　

　７月１０日（土）、下阿蘇ビーチで「きたうら風景海
道推進協議会」の主催により清掃活動を行いまし
た。暑い中、約６０人の参加による作業で、海岸の
ゴミや流木等を拾い、たいへんきれいになりました。
　また、７月１７日（土）には海開きがあり、安全祈願
祭とセレモニーが行われました。

下阿蘇ビーチで清掃活動を行いました。
７月１７日に須美江、熊野江、下阿蘇の海水浴場で海開き！！

多くの方の御協力で、海岸がきれいになりました。

　
　６月２３日（水）、佐伯市観光協会蒲江支部の主催
により、元猿海岸一帯の清掃活動を行いました。
元猿地域の方をはじめ、多くの方のご協力（参加者
約５０名）のもと浜清掃が無事に終わり、とてもきれ
いになりました。

元猿海岸一帯で清掃活動を行いました。

　　　歴史・文化資源　　（伝統的に踊りつがれる盆踊り）

きれいな海で、夏のよい思い出を！

波当津海水浴場

□佐伯市蒲江浦
　蒲江浦地区住民約３００人が参加して踊ります。今年
は、８月１４～１５日の２日間開催。

●　地域の踊りや唄の伝承活動も行っています。

□北浦町市振
　新盆を迎える故人や先祖を供養するため、地区民総出
で踊ります。今年は、８月１４～１５日の２日間開催。

写真は佐伯市蒲江浦の盆踊り
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皆様からの情報提供をお待ちしております。

日豊海岸ツーリズム
パワーアップ協議会
が、毎月第４日曜日
に開催中
次回は、８月２２日
（日）10時～15時

活動のお知らせ

　

きたうら納涼花火大会のお知らせ

　８月２２日（日）、２０：００～　北浦町古江浜緑地公園
で「きたうら納涼花火大会」が開催されます。潮風薫る
日向灘をバックに色とりどりの花火が打ち上げられま
す。

地域資源を活用したとりくみを実施中

◆問い合わせ先：佐伯市観光案内所
　TEL　０９７２-２３-３４００

九州風景街道とは？日豊海岸シーニック・バイウェイとは？

　九州には、１０の風景街道があります（右図参
照）。各風景街道では、住民や行政、学校、NPO
等が連携し、道を通して、景観、自然、歴史、文
化など多様な地域資源を活用した「住んでよし、
訪れてよしの’ふるさとづくり’」を行っていま
す。
　日豊海岸シーニック・バイウェイ（会長：橋本
正恵さん）も九州風景街道の一つで、２５の民間
団体と行政（大分県、宮崎県、佐伯市、延岡市、
国土交通省）が地域の方々と連携し日豊海岸の地
域資源を活かした’ふるさとづくり’を行うもの
です。


